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新 二[ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ(第342回)

日 時

場 所

令和2年3月4日(水)午 後1時 半 ～4時

参議院議員会館1階102会 議室

千代 田区永 田町2-1--1

◇国会議事 堂前駅(丸 の内線 ・千代 田線)① 番 出 口よ り5分 、永 田町

駅(有 楽 町線 ・半蔵 門線)① 番 出 口よ り下車2分 。 当 日、午後1時

よ り、議 員会館 玄 関にて 、通行証 を差 し上 げます。 そ の時刻前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が、受付脇 の ロ ビーに てお待 ち下 さい。 ま

た 、会議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「102会 議 室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 最近 の再生 ・新 エネル ギー につ いて想 う

挨拶 中島稔 新 エネル ギー委 員長

2、 光 エネルギー を用 いた水 素 生成 および運搬 材料 の研 究

解説 宮 内雅 浩東 京工 業大学 物質理 工学院 教授

3、 「ナ カシマ プ ロペ ラ」 の もの づ くり技 術紹介

一 テレビ番 組 『エクセレント加パ ニーファイル』 と中島委 員長 提供 資料放 映

4、 『新 エ ネル ギー 関連 ニ ュー スNO.192』

解説 中島稔新 エネ ルギー 委員長

報 告 去 る2.月5日 開催 の 第341回 新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 は、 中 島稔

新 エ ネル ギー 委員 長 が議 長 を務 め行 われ ま した 。

は じめ に、 中島委 員長 よ り、 「最 近 の再 生 ・新 エネ ル ギー につ いて

想 う」 と題 して開会 挨拶 が あ りま した。r脱 原発 は 国家 を亡 ぼ し、国

民 を不幸 にす る」 と主張す る団体 が あ る。 日本 でCO2削 減 が進 ま な

い のは原発 の稼働 が0だ か らだ とし、東 日本 大震 災以 降 の研 究 で、 当

時 よ り安全 性 は1千 倍 に高 ま ってい る とい う研 究 結果 もあ る。 も う一

つ 関心 を持 ったのが 、慶 大太 田教授 の 「日本 は石 炭火 力 を推進 す べ し」

とい う主 張。 日本 の石炭 火力発 電 のク リー ン さは世界 一 で、エネル ギー変 換効

率 も良い 。石 油や天然 ガス は紛 争多発 地域 の中東 に依 存 してお り、エネル ギー

安全 保 障 の面 か らも問題 だ。石 炭火力 でで き たCO2は 地 中に埋 め るな どで 処

理 可能 とい うもの だ。

次 に、 中島稔委 員長 よ り 『新 エネル ギー関連 ニ ュースNo.191』 の解説 が あ

りま した。 今 回は、 ○ リチ ウムイオ ン電池 の有機 分子 を2種 類混ぜ合 わせ る こ

とで性 能 向上。 ○全 固体 電池 を高性能化す る材 質 の研 究。 ノーベル 賞受賞者 の

吉野 氏 も 「ブ レイ クスル ーが できた」 と高評 価。 ○ 工場排水 に含 まれ るア ンモ

ニ ア水 か ら高純度 水 素 を製造 し、燃 料 電池 で発電 す る技術 。 ○ メタ ン とCO2

を水 素 と一 酸化炭 素 に変換 す る光触 媒材料。 ○薄 膜 で 曲が る太陽電池 の開発 。

○洋上風 力発 電 、長崎五 島沖 で初 の指定。 さ らに10カ 所 が候 補地 になって お

り、推進 に期 待。 〇二酸化炭 素 を低 温 でエ ネル ギー資源 化 で きる新 手法。 な ど

の解 説 が あ り、一 同大い に勉 強 にな りま した。

次 に、清原淳平 専務理事 よ り、脇慶子東京 工業大学物質理工学院准 教授 の経歴

紹介 が あ りま した。 次 に、脇 准 教授 よ り、 「ペ ロブス カイ ト太 陽電池 にお け る

官 能基 を修飾 させ た炭 素電極 の効果 」 と題 して解説 をいた だ きま した。ペ ロブ

スカイ トとは結 晶構 造 の こ とで、 曲げ るこ とが で きるのが特徴 といわれ る。 常

温 で も溶 液 に漬 けれ ば簡 単 にで きる一方、イ オ ンが 自由 に移動 で き るため、 変

質 しや す く、不安 定 であ るた め、大規模 設備 が 出来ず 、 コス ト高 に なって しま

う。 カー ボ ンナ ノチ ュー ブ は劣化 を抑 えるた めに太 陽電 池 の電極 に使 われ て い

た が、 ここに官能基 とい う微 粒子 を接合 す る、穴 をあけ るな どの手 を加 え、 し

ば らく放 置 した ところ、イ オ ンの拡散 がお さま り、再結 晶化す る こ とが確認 で

きた。 ほか の研 究者 は効率 を競 い合 ってい るが、先 生 の研 究 室で は、基礎研 究

を重視 し、 どの よ うな材料 を使 えば安 定化す るのか、結 晶 の接合 方法 を ど うす

れ ば安 定化 す るか とい う点 に 日々注 力 してい る。
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